
1～3月 4～6月 1～3月 4～6月 1～3月 4～6月 1～3月 4～6月 1～3月 4～6月

今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し

△ 75 △ 75 △ 22 △ 32 △ 50 △ 50 △ 60 △ 45 △ 31 △ 32
(△ 62) (△ 46) (△ 36) (△ 37) (△ 22) (△ 56) (△ 50) (△ 44) (△ 30) (△ 20)

△ 67 △ 83 △ 29 △ 36 △ 29 △ 29 △ 44 △ 42 △ 37 △ 42
(△ 54) (△ 46) (△ 38) (△ 38) (△ 22) (△ 25) (△ 49) (△ 38) (△ 42) (△ 32)

△ 33 △ 50 △ 18 △ 20 △ 13 0 △ 40 △ 40 △ 28 △ 33
(△ 31) (△ 38) (△ 27) (△ 25) (△ 11) (△ 22) (△ 48) (△ 38) (△ 25) (△ 30)

△ 67 △ 91 △ 15 △ 34 △ 12 △ 13 △ 38 △ 44 △ 42 △ 37
(△ 62) (△ 50) (△ 36) (△ 37) (0) (△ 22) (△ 60) (△ 32) (△ 45) (△ 37)
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※（　）は前回調査時のＤ・Ｉ値

（25≦DI<50） （0≦DI<25） （△25≦DI<0） （DI<△25）（50≦ＤＩ）

※当所では分析にあたってＤ・Ｉ（好転したとする企業割合から悪化したとする企業割合を差し引いた値）を採用しました。

 きわめて不振

業種別
コメント

売上高はマイナスと
なっているが、その他
の項目では回復が見
られる。

地元購買力の他地
域への流出が依然とし
て大きな課題である。

今後も消費者のニー
ズ に 応 え た 品 揃 え 、
サービスの提供を行っ
ていくことが大事であ
る。

今期は歓送迎会等
の需要が見込めたが、
今期業況、見通しとも
横ばいとなっている。

需要の停滞もさること
ながら、消費税増税後
は利用料金も低下傾
向にあり、集客と、サー
ビス内容の工夫が必
要である。

全項目ともマイナスと
なっているが、特に売
上高、業況が大きくマ
イナスとなっている。

価格競争の激化によ
り販売価格が据え置き
となっているところが多
く、仕入単価の上昇分
を販売価格に上乗せ
できない状況である。

価格競争に巻き込ま
れないためにも取扱商
品、サービス面での差
別化が必要である。

今期状況、来期見通
しとも、回復傾向にあ
るが、原材料価格の上
昇と製品（加工）単価
の低下は依然続いて
おり、各企業の利益率
を圧迫している。

今後の需要も停滞気
味であり、厳しい状況
が続くと予想される。

冬場の需要停滞によ
る影響から、今期状況
は悪化している。

また、４月からの新年
度の公共事業の見通
しも立っておらず、来
期も大幅な悪化が予
想されている。

消費税増税の影響
からか、請負単価の低
下 が問 題 点 とし て挙
がっているため、厳し
い業況が続く見込みで
ある。

　今期のＤＩ平均値は△２９．０ポイントで、前期（１０～１２月期）の△４０．６ポイントから、１１．６ポイント回復したが、依然、全業種とも需
要の停滞を当面の問題点に挙げており、景気の回復感は見られない。

材料等仕入単価の上
昇
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